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周囲刺激は上・下方向の動きだった. 各個体 2 セッショ
ン行い, 各セッション, 連続 5 試行の慣化試行（左右同
じ動き）の後, 連続 2 試行のテスト試行（左右それぞれ
が訓練時の動きと絶対的ないし相対的にのみ一致する
運き）が行われた. 試行時間は各 5 秒間,試行間間隔は１
秒間以上であった. 慣化試行中は周囲刺激は動かなか
った. テスト試行での子ザルによる左右刺激に対して

















山 A 群出身のワカモノオスの追跡調査を実施した. 
調査は, 10 年度の春季,夏季,冬季に行われた. 
イカロス（7 歳）は 09 年夏以前には A 群内とその周
辺のオスグループで確認されていたが, 09 年秋以降 10
年秋まで C2群の周辺のオスグループで断続的に確認さ
れている. アシモ（7 歳）は 09 年以降ずっと B1群の周
辺のオスグループで確認され続けている. フミヤ（6 歳）
は 09 年夏以前には A 群内で確認されていたのが, 09 年
秋以降一時的に B1群の周辺のオスグループにいるのが
観察されていたが, 10 年夏以降,定着したようだ. すべて






















































対象に, カメラトラップ（無人撮影装置）計 50 台をラ
ンダムに設置し, 2010 年 5 月から 8 月まで稼働させた. 





































































末梢白血球の DNA メチル化プロファイルを解析した. 
チンパンジーのサンプルは霊長類研究所の飼育個体か
ら得た. ヒト 21, 22 番染色体のゲノムタイリングアレイ
を用いて比較解析したところ, 36 カ所のメチル化差異領
域 を同定した. これらの領域を詳しく解析したところ, 
遺伝子発現と強い相関を示すものがあることが分かっ










はアレル特異的に制御されており, アイ, アキラ, アユ
ムの親子解析から, このアレル特異的なエピジェネテ
ィック・パターンが遺伝することを明らかにした. これ




















現しなかった. そこで 2010 年 4 月 8 日‐13 日の RRS の
実験ではプラスチックビーズ入のバナナを給餌した. 1
日に 3 回, 4 時間毎にバナナを給餌して, 2 時間毎に糞の
確認をし,糞からビーズを回収した. 2‐4 日目は異なる
色のビーズを 1 色づつ用い, それ以降は同色のビーズを
繰り返して用いた. また, 夜間に糞をしないことを確認
後, 20 時以降 5 時半は糞採集をしなかった. 個体による
ばらつきはあるが, ビーズは採食した翌日から少量ず













で 3 位の賞を頂くことができた. 
 
（国際学会発表） 
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